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はじめに 

 

キンドル本を 1 冊でもたくさんの読者に届けるためには 

3 つの原則があります。 

 

1：内容が素晴らしい 

2：表紙がイケている 

3：キンドル SEO 対策がされている 

 

今回の講座では、3 原則の 1 つ「キンドル SEO 対策」の重要なポイントとな

るキーワード選定について解説します。 
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◆キンドルのキーワードとは 

KDP ヘルプページにはキーワードについてこのような解説があります。 

 

“キーワードを利用して本を見つけやすくする 

出版した本を Amazon で見つけてもらいやすくするには、本の内容を正確に表

し、利用者が検索に使いそうな言葉を反映したキーワードを設定する必要があ

ります。販売履歴や Amazon ランキングなどの要素に加え、関連キーワード

も、本を Amazon ストアの検索上位に表示するための重要な要素となります。

“ 

 

ベストプラクティス 

“最大 7 つのキーワードまたは短いフレーズを使用しましょう。入力欄の文字

数制限に注意してください。” 

“検索する際に、「検索」フィールドのドロップダウンに表示される候補キーワ

ードを確認してください。” 

“読者の立場で考えます。読者ならどのように検索するか考えてみます。” 

KDP ヘルプページより引用 

https://kdp.amazon.co.jp/ja_JP/help/topic/G201298500 

https://kdp.amazon.co.jp/ja_JP/help/topic/G201298500
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◆キーワードに向く言葉、向かない言葉 

＜OK KW> 

検索需要のある言葉（後ほど解説） 

 

 

＜NG KW> 

・本のメタデータ(タイトル、著者等など)に使用している言葉 

・品質に関する主観的な言葉(「過去最高」など) 

・時間に関する言葉(「新刊」「販売中」「配信中」など) 

・ほとんどの商品に共通する情報(「本」など) 

・本に関係のない情報(本の制作に関与していない有名な著者名など) 

・宣伝または販売促進を目的とした言葉（ベストセラー・無料など） 

・アマゾンプログラムの名称(「Kindle Unlimited」「KDP セレクト」など)。 

・HTML タグ 
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◆キーワードが反映する場所＝メタデータ 

 

1：タイトル 

2：サブタイトル 

3：7 つのキーワード枠 

4：A+コンテンツ 

5：レコメンド機能 

（番外編：内容紹介文） 
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1：タイトル 

電子書籍のタイトルに含まれるキーワードは 

キンドルのクローラーが一番に見つける部分です。 

 

タイトルはキンドル SEO に最大に影響します。 

 

SEO の観点でみると、タイトルには「検索キーワード」をできるだけたくさん

入れることがポイントです。タイトルの左（はじめの語句）から重要な（検索

需要の高い）キーワードを入れます。 

 

ただ、タイトルを考えるときには注意することがあります。 

キンドル SEO を目的にして、キーワードだけを羅列したタイトルは、正しい

日本語の文章になっておらず違和感があります。 

 

タイトルは基本的に後から変更ができませんので、本の内容をしっかり説明し

た短いコピーを考えましょう。 
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2：サブタイトル 

サブタイトルもタイトルと同様、キンドル SEO に影響します。 

 

サブタイトルの考え方もタイトルと同じですが、 

キーワードがただ並んでいるだけでは意味がありません。 

 

わたしたちが販売しているのは「書籍」です。 

タイトルを補足するサブタイトルは、書籍の内容がより読者に伝わるような、

読者の興味付けができるような短い文章のキャッチコピーを考えましょう。 
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3：7 つのキーワード枠 

7 つのキーワード枠とは↓ココの部分です。 

KDP に出版申請する際に「本の詳細」で入力します。タイトル・サブタイトル

に入れられなかったキーワードは、この「7 つの検索キーワード」の枠に入れ

てください。 

 

キーワードはキンドルストアの検索結果（上位表示）にかなり影響がありま

す。検索でヒットしやすいようなキーワードを選んで入力してください。 

 

※7 つのキーワード枠の注意事項 

・複合キーワードはスペースで区切る 

（完全一致ではないため、すべての単語が検索対象になる） 

・引用符は使用しない 

・1 枠に全角で最大 50 文字まで入力できる 
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4：A+コンテンツ 

https://kdp.amazon.co.jp/ja_JP/help/topic/GHL7P99B7AA543CN 

 

A+コンテンツとは、本の販売ページに掲載できる無料の広告エリアで、「出版

社より」と表示されます。詳細はこちらの本でご確認ください。 

→ はじめての A＋コンテンツ 

https://amazon.co.jp/dp/B09Z8WVBVN 

 

 

A+コンテンツ作成の際、キーワードの入力欄が出てきます。モジュールによ

って違いますが、一般的に使用される「テキスト付き標準画像ヘッダー」と

「比較表」にはキーワードの入力欄があります。1 枠の中に全角で最大 100 文

字まで入力できます。 

※A＋コンテンツのキーワードには NG ワードがあります。 

「無料」「ベストセラー」「最新」などを入れると審査に通りません。 

 

  

https://kdp.amazon.co.jp/ja_JP/help/topic/GHL7P99B7AA543CN
https://amazon.co.jp/dp/B09Z8WVBVN
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＜A+コンテンツのキーワード入力欄＞ 

テキスト付き標準画像ヘッダー 

 

比較表 
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5：レコメンド機能 

レコメンド機能とは 

「この本を読んだ購入者はこれも読んでいます」 

「〜〜のあなたへのおすすめ」 

など、アマゾンの AI が顧客の好みを自動的に判断して表示させる機能です。 

 

書籍のメタデータ情報がアマゾンに保存されているため、キーワードが読者の

ニーズや関連書籍に紐付き、画面上に反映されます。 
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6：内容紹介文 

 

内容紹介文はキンドルメタデータの一部ですが、文章に含まれる言葉は、直接

の検索キーワードにヒットするかどうかは不明です。ですが、内容紹介文には

キーワード選定で洗い出した言葉とその類語や共起語をたくさん使うことをお

すすめします。 

 

なぜかというと、本を真剣に探している読者は内容紹介文までしっかり読む人

が多いからです。内容紹介文に読者が知りたいキーワード（類語や共起語）が

たくさん含まれていると、読者の興味が深まることは想像がつきますね。 

読者の購入意欲が高まることが期待できます。 
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◆キーワードを見つけるツール 

 

1：Kindle ストアの検索窓（サジェスト） 

 

 

 

このサジェストには、アマゾンで過去に検索されたキーワードが並んでいま

す。つまり、ここに表示されたキーワードを使用すると「検索に引っかかりや

すい」ということです。 

 

メインキーワードを検索窓に入力して、サブキーワード（複合キーワード）を

チェックしてください。 

 

1 語目のメインキーワードはタイトル・サブタイトルに必須、2 語目のサブキ

ーワードはタイトル・サブタイトルにいれる、または 7 つのキーワード枠に入

れる、内容紹介文に入れるなどメタデータ入力時に使用してください。 
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2：グーグルの検索窓（サジェスト） 

 

このサジェストには、グーグルで過去に検索されたキーワードが並んでいま

す。キーワード選定にはキンドルサジェストと同じ使い方をします。 
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3：ラッコキーワード 

＞＞ラッコキーワードホームページ 

検索窓にキーワードを入れると 

インターネットで検索された複合キーワードが一覧で表示されます。 

 

この一覧表に表示されたキーワードは、過去に Google・YouTube・アマゾ

ン・楽天・Bing などで検索された実績のあるものです。前出のキンドルの検

索窓から表示された複合キーワードと同じように、メインタイトル・サブタイ

トル・7 つのキーワード・内容紹介文などのメタデータ入力時に使用してくだ

さい。 

https://related-keywords.com/?r=EU58661649
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よく見ていただきたいところが「Amazon サジェスト」です。キンドル本を

探している人しか検索しないニッチなキーワードがたくさん見つかります。

（例：本のタイトル、著者名、カテゴリーなど） 
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4：キーワードプランナー（検索需要を調べる） 

 

キーワード選定に重要な要素が検索ボリュームです。 

検索ボリュームとは、そのキーワードがどれだけの回数を検索されているか検

索需要を示す指標となります。検索回数の数字が大きい方がたくさん検索され

ているということになりキンドルストアでの上位表示が期待できます。 

 

キーワードプランナーは Google のアカウントがあれば無料で使えます。 
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＜キーワードプランナーの使い方＞ 

1：こちらをクリックしてサイトを開き、下にスクロールする 

 ＞このツールを使ってみる をクリック 

https://ads.google.com/intl/ja_jp/home/tools/keyword-planner/?subid=jp-ja-ha-awa-sk-c-k00!o3~Cj0KCQjwjryjBhD0ARIsAMLvnF94tzLSV9xU-QzYqQotMRjQkKizR0uY096FyGAh7-LQCz5uVtfFzTAaArMdEALw_wcB~130687383341~kwd-87791948946~16380805420~584102955523&&&gclid=Cj0KCQjwjryjBhD0ARIsAMLvnF94tzLSV9xU-QzYqQotMRjQkKizR0uY096FyGAh7-LQCz5uVtfFzTAaArMdEALw_wcB&gclsrc=aw.ds
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＞検索のボリュームと予測のデータを確認する をクリック 

 

＞ラッコキーワードからキーワードをコピーする（ボタンをクリック） 
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＞キーワードプランナーにキーワードを貼り付け開始する をクリック 

 

 

月間検索ボリュームの矢印

を下方向に変更すると、検

索需要の多い順にキーワー

ドが並びます。 
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5：補足ツール 

 

●類語とは、意味がよく似ている言葉のこと。 

類語の探し方→https://thesaurus.weblio.jp/ 

 

●共起語とは、キーワードと関連性が強く一緒に使われやすい言葉のこと。 

共起語の探し方→https://neoinspire.net/cooccur/ 

 

  

https://thesaurus.weblio.jp/
https://neoinspire.net/cooccur/


  

© 2023 後藤あゆみ 

 

24 

●ChatGPT 

https://chat.openai.com/ 

 

ChatGPT は、人間のように自然な会話ができる AI チャットサービスです。 

キーワードの探し方のコツは、ChatGPT への質問の精度を上げることです。 

※同じ質問をしても毎回同じ答えが返ってくるとは限りません。 

 

 

・ChatGPT に役割を与える 

例）あなたは優秀な書籍編集者です。 

 

・ほしい答えの具体的な条件をきめる 

例）以下の書籍タイトルに使用する読者の検索意図にそったキーワードを 20

個教えてください。 

 

タイトル：初めてのキンドル出版 

サブタイトル：初心者専用ガイド 原稿作成は MicrosoftWord で完結 

読者ターゲット：キンドル出版をしてみたい初心者 

https://chat.openai.com/
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＜ChatGPT の回答＞ 

 

赤いラインのキーワードは使えそうですね。 
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◆キーワードの選定基準 

 

キンドルのキーワードは何のために必要か？ 

最初にお話しした通り、「読者に本を見つけてもらいやすくするため」です。 

 

読者が本を探す時、どのような言葉を使って検索するか？ 

検索意図を知ることが重要です。（検索意図とは、読者が検索窓にキーワード

を入力する際の検索目的のこと） 

 

キーワードの「本来の目的＝SEO」に気づいていない著者は、本に対する自分

の思い（主観）を表現する言葉を選びがちです。これは SEO 対策を目的とし

たキーワード選定では、不十分といえます。 

 

キンドルのキーワード選定は『読者視点』（客観） 

 

読者の感情、思考、行動を想像し、ツールで見つけたデータの中から適切な言

葉を選びましょう。 



  

© 2023 後藤あゆみ 

 

27 

おわりに 

 

キーワードは、「読者が検索に使用するであろう言葉」であること。 

これが鉄則です。 

 

昨今、新しい言葉が生まれたり、読者が好んで使用する言葉が変わったりと変

化が著しい時代です。KDP のメタデータはいつでも変更が可能ですので、本の

売れ行きが悪いときや以前と比べて印税が落ちてきたときは、キーワードを見

直すと改善が期待できます。 

 

たくさんの読者の手にあなたの本が届きますように。 

お役に立てれば幸いです。 

 

 

お問合せ先：info@kigyoudamashii.net 


	はじめに
	◆キンドルのキーワードとは
	◆キーワードに向く言葉、向かない言葉
	◆キーワードが反映する場所＝メタデータ
	1：タイトル
	2：サブタイトル
	3：7つのキーワード枠
	4：A+コンテンツ
	5：レコメンド機能
	6：内容紹介文

	◆キーワードを見つけるツール
	1：Kindleストアの検索窓（サジェスト）
	2：グーグルの検索窓（サジェスト）
	3：ラッコキーワード
	4：キーワードプランナー（検索需要を調べる）
	5：補足ツール

	◆キーワードの選定基準
	おわりに


